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論文審査の要旨 

 

本研究で学位申請者らは、油症の主な原因として知られる 2,3,4,7,8-penta- 

chlorodibenzofuran(PeCDF)の個人の半減期を測定し、それに影響する生体側の

要因を生化学的検査および症状などから明らかにした。 

個人の半減期では、以前より報告されていた生体内の半減期７−１０年に対し、

半減期が無限大に近く長い症例が多数存在することを見つけている。また個人

の半減期は赤血球数、マイボーム線からの分泌増加、スギ花粉アレルギー、黒

色面皰と関係のあることを明らかにした。マイボーム線からの分泌やタンの排

出に伴って PeCDFの排出が促される可能性が示唆された。 

油症患者の疫学的コホート研究は世界的にも稀であり、本研究は生体内に長く

残存して悪影響を及ぼすダイオキシン類の排泄機構を考える上において重要な

研究と評価され、学位に値すると思われる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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